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 2022 年 10 月 13 日に東京医科歯科大学と東京工業大学が 2024 年度をめどに統合し、単

一の新大学に移行するという記事がマスコミで報道されました。この 2 つの大学の合併の

意図は、国の巨大な研究費の獲得にあります。ワクチンの開発についても数十億円の巨額

な研究費が投入されました。この様に国の研究予算の方針は、重点化にあります。研究予

算重点化政策に歯学研究が参入できる大学は国立系大学のうち数校しかないでしょう。 

一方、私立歯科大学は、少子化の影響を大きく受け学生確保に重点を置いています。さ

らに、本来の姿を変え競争的試験となった歯科医師国家試験への対策だけでなく、登院前

後の共用試験の本格導入、分野別認証評価の実施などへの対応に追われています。すなわ

ち大学の使命である研究の遂行という重要な役割を果たすのが困難になっているのが現状

です。10 年後の神奈川歯科大学の研究の状況が危惧されます。特に国の研究重点化施策か

らは神奈川歯科大学は外れるので、それとは別の神奈川歯科大学独自の研究ワールドを作

り、プライオリティを主張するしかないでしょう。 

 その様な現状において神奈川歯科大学学会のあるべき姿をもう一度再考しなければなら

ないと考えています。漫然と同じ事業計画の継続では先が見えているのです。神奈川歯科

大学学会の根本的な役割は、 

１：神奈川歯科大学学会員への学術的な知見の研鑽の場である。 

２：母体である神奈川歯科大学の研究力の維持向上への支援 

の 2 点に絞られます。改革の視点は、この 2 点を基本原理として、将来を見据えた事業計

画を立案し学会員への還元を図ることにあると考えています。 

 現在神奈川歯科大学学会の会員数は6933名を数えます(2022年6月9日現在) 。しかし、

その多くの会員に十分な研鑽の場が提供できていないのが大きな問題です。その問題を解

決するには、6000 名超の会員に対する還元の方策を立て、情報提供することにあります。 

しかし、これまで学外の多くの学会員への還元が検討されたことが無く、学外の学会員

と学会の関係性は極めて薄くなっています。そのため、まず初めに学外の学会員と学会の

関係を密にするための基盤を作りながら、「神奈川歯科大学学会員への学術的な知見の研

鑽の場」を強化していきたいと思います。これには神奈川歯科大学同窓会との連携は欠か

せません。例えば、同窓会支部の代表者に評議員をお引受け頂く、さらに会員と学会の交

流を図るために、電子媒体によるメールマガジン、会報の配布なども考えられます。 

同時に、神奈川歯科大学学会は、10 年後の神奈川歯科大学の研究を基盤から支えるため

に神奈川歯科大学大学院との連携を深め、賞での支援強化や WEB セミナーの開催などに

より神奈川歯科大学のブランド研究の推進の支援を行うことが必要です。さらに現在の神

奈川歯学とは別に英文学会誌のオープンジャーナル化により、学位論文のクオリティを上

げることに側面協力し、研究力が失速しないようにサポートすることで「学会の母体であ



る神奈川歯科大学の研究力の維持向上」を支援したいと思います。 

 以上の新たな施策の展開は、これまで神奈川歯科大学学会では行ったことが無く、学会

としての組織体制などの強化が行われないと実施できないことは明白であり、今年度中に

理事会・監事機能の強化、評議員会のチェック機構の強化、事務局体制の強化を早急に行

い、学会員の皆様とともに将来を見据えた事業計画の立案に向けた体制作りを行いたいと

思います。 

 10 年後の神奈川歯科大学のさらなる発展を願い、神奈川歯科大学学会活動を強化するた

めの改革を学会員の皆様と一緒に行います。今後とも学会員の皆様には、ご指導ご鞭撻の

ほど何卒宜しくお願い申し上げます。 
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